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山本通先生退職記念号に寄せて

経済学部長 戸 田 龍 介

山本通先生は，２０１７年３月３１日をもって本学を定年退職され，同年４月１日付けで本学名誉

教授となられました。

先生は一橋大学経済学部を卒業し，同大学経済学研究科に進学され，修士・博士の両課程で西

洋経済史を専攻されました。その後，同大学助手を経て，１９７６年に本学経済学部に着任され，

以来４１年にわたって本学部での研究と教育に携わってこられました。

先生の専門は経済史，経営史，西洋史，さらには社会学にも及び，イギリスにおける工業と宗

教の関係性や労務管理思想といった，複眼的な視点を必要とする研究業績を数多く出版・公表さ

れてきました。なかでも，先生が定年を迎える２０１７年３月に上梓された『禁欲と改善－近代資

本主義形成の精神的支柱』（晃洋書房）は，学部生時代を合わせると，およそ半世紀にも及ぶ先

生のご研究の成果の集大成といえるものです。このような精力的な研究活動は，経済史・経営

史・西洋史の各分野で高い評価を受けています。

また，先生の研究活動でもう一つ特筆すべき点として，西洋経済史学への貢献が挙げられま

す。執筆者の一人として先生が多くの章を担当された，１９９５年刊行の『エレメンタル西洋経済

史』（英創社）と，その後継書である２０１２年刊行の『エレメンタル欧米経済史』（晃洋書房）は，

西洋経済史の代表的な教科書の一つとなっています。こうした教科書の執筆は，学術研究書・論

文と同様かそれ以上の労力を要する作業で，幅広い知識と高度な専門的知識がなければ不可能な

ものです。ここからも，先生の顕著な学術的貢献をみてとることができます。

先生は，研究および教育の領域だけでなく，大学や学部運営の面でも多大な貢献をされてこら

れました。第二経済学部長，経済学部長，評議会評議員などの教学の要職に就かれ，本学および

経済学部の発展に寄与されてきました。

先生は定年退職後も，旺盛な研究意欲を維持されているとうかがっております。この点は，本

号にも玉稿を投稿されていることに現れていると思われます。今後もご自愛をされ，益々のご活

躍を祈念する次第です。
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山本通先生 略年譜・著作目録

学歴・職歴
１９７０年３月 一橋大学経済学部 卒業（経済学士）

１９７２年３月 一橋大学大学院 経済学研究科 経済史専攻 修士課程修了（経済学修士）

１９７５年３月 一橋大学大学院 経済学研究科 経済史専攻 博士課程単位取得後退学

１９７５年４月 一橋大学 経済学部 助手（至１９７６年３月）

１９７６年３月 神奈川大学経済学部専任講師（至１９７８年３月）

１９７８年４月 神奈川大学経済学部助教授（至１９８５年３月）

１９７９年４月 一橋大学 国内研究（至１９８０年３月）

１９８５年４月 神奈川大学経済学部教授（至２０１７年３月）

１９８８年９月 ロンドン大学およびマンチェスター大学 在外研究（至１９８９年１１月）

１９９１年４月 明治学院大学経済学部非常勤講師（至１９９３年３月）

１９９３年４月 一橋大学社会学部非常勤講師（至１９９４年３月）

１９９３年４月 相模女子大学学芸学部非常勤講師（至１９９５年３月）

１９９４年４月 横浜国立大学経済学部非常勤講師（至２００３年３月）

１９９５年７月 一橋大学博士号（社会学）取得

１９９６年４月 明治学院大学経済学部非常勤講師（至１９９７年３月）

２００１年４月 学習院大学経済学部兼任（非常勤）講師（至２００５年３月）

２００５年４月 神奈川大学経済学部長兼第二経済学部長（至２００７年３月）

２０１４年４月 神奈川大学評議会評議員（至２０１６年３月）

２０１７年３月 神奈川大学定年退職

著 書
ノーマン・コーン『魔女狩りの社会史』（訳書）岩波書店，１９８３年

『キリスト教人名辞典』（共著）日本キリスト教団出版局，１９８６年

バリー・トリンダー『産業革命のアルケオロジ－』（訳書）新評社，１９８６年

『イギリス革命と千年王国』（共著）同文館，１９９０年

Education and Training in the Development of Modern Corporation.（共著）東京大学出版会，１９９３年

『近代英国実業家たちの世界：資本主義とクエイカー派』同文館，１９９４年

『エレメンタル西洋経済史』（共著）英創社，１９９５年
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『社会史の魅力―神奈川大学評論叢書７―』（共著）御茶の水書房，１９９５年

『教会（近代ヨーロッパの探究③）』（共著）ミネルヴァ書房，２０００年

ロバート・フィッツジェラルド『イギリス企業福祉論』（訳書）白桃書房，２００１年

『イギリス革命論の軌跡：ヒルとトレヴァ＝ローパー』（共著）蒼天社，２００５年

『外国経営史の基礎知識』（共著）有斐閣，２００５年

『西洋史の新地平』（共著）刀水書房，２００５年

『日本マックス・ヴェーバー論争―「プロ倫」解読の現在』（共著）ナカニシヤ出版，２００８年

『エレメンタル欧米経済史』（共著）晃洋書房，２０１２年

『英国福祉ボランタリズムの起源：資本・コミュニティー・国家』（共著）ミネルヴァ書房，２０１２年

『禁欲と改善―近代資本主義形成の精神的支柱』晃洋書房，２０１７年

主な論文
「初期クェーカーの階級構成について」『一橋研究』第２３号（１９７２年）

「Ｊ・ネイラーにおける「社会的正義」と黙示録的待望」『史学雑誌』第８４編第３号（１９７５年）

「放浪の予言者と在地的指導者」『イギリス史研究』第２３号（１９７５年）

「イギリス革命と千年王国主義（上）（下）」『途上』（思想とキリスト教研究会）第８，９号（１９７７，

１９７８年）

「クェーカーの経済倫理について（上）（中）」『商経論叢』第１４巻第３・４号（１９７９年），第１５巻

第１号（１９７９年）

「ブリストルのジョージ・ビショップについて（一）（二）」『経済貿易研究』第６号（１９７９年），

第８号（１９８１年）

「後期イギリス・クェイカー派研究序説（上）（中）（下）」『商経論叢』第１９巻第１号（１９８３年），

第１９巻第２号（１９８３年），第２０巻第１号（１９８４年）

「書評：村岡健次，川北稔編著『イギリス近代史―宗教改革から現代まで―』」『歴史学研究』第

５６６号（１９８７年）

“From Quakerism to Unitarianism: The Case of William Rathbone the fourth”『商経論叢』第２５

巻第３号（１９９０年）

「１９世紀英国におけるクェイカー実業家たちとキリスト友会」『社会経済史学』第５７巻第３号

（１９９１年）

「１９―２０世紀イギリスの職業教育と技術訓練」『神奈川大学評論』第１１号（１９９２年）

「２０世紀初頭英国クェイカー派の経済経営思想についての二つの資料」『経済貿易研究』第１８号

（１９９２年）

「２０世紀前半英国のクェイカー実業家たちの経営理念」『商経論叢』第２８巻第１号（１９９２年）

“Quaker Businessmen and the Society of Friends in Nineteenth-Century England”, Economic Re-
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view（Kanagawa University The Institute of Economics and Trade）No.２（１９９４）

「英国クェイカー派の職業倫理と経済生活」『商経論叢』第３０巻第２号（１９９４年）

「書評：ロバート・Ｆ・ウィアマス著，岸田・松塚・中村訳『宗教と労働者階級』」『社会経済史学』

第６１巻第５号（１９９６年）

「幕末と明治初期の外国貿易商社と横浜商人―コーンズ商会研究のためのノート―」『商経論叢』

第３２巻第１号（１９９６年）

「書評：熊谷次郎『イギリス綿業自由貿易論史―マンチェスター商業会議所１８２０―１９３２―』」『経

済研究（一橋大学経済研究所）』第４７巻第４号（１９９６年）

「英国ガス産業史についての覚書き―労使関係を中心に―」『商経論叢』第３５巻第２号（１９９９年）

「書評：Ｐ・ハドソン著，大倉正雄訳『産業革命』」『経営史学』第３５巻第３号（２０００年）

「鷲尾勘解治の経営理念―別子銅山における労務管理と「地方後栄」―（上）（中）（下）」『商経論叢』

第３７巻第２号（２００１年），第３７巻第３号（２００２年），第３７巻第４号（２００２年）

「�人的資源の教育・訓練の比較史�のための研究ノート：イギリスと日本」『商経論叢』第３８巻

第４号（２００３年）

「書評：羽入辰郎『マックス・ヴェーバーの犯罪―『倫理』論文における資料操作の詐術と「知

的誠実性」の崩壊―』」『社会経済史学』第６９巻第４号（２００３年）

「Ｍ・ヴェーバーの「倫理」テーゼを修正する（上）（中）（下）」『商経論叢』第３９巻第４号（２００４

年），第４０巻第１号（２００４年），第３４０巻第２号（２００４年）

「Ｂ・シーボーム・ラウントリーの日本滞在記（１９２４年）：ラウントリー社と森永製菓の資本提

携の企画について」『商経論叢』第４１巻第３・４合併号（２００６年）

「Ｂ・シーボーム・ラウントリーと住宅問題」『商経論叢』第４３巻第２号（２００８年）

「書評：ピーター・バーク著，長谷川貴彦訳『文化史とは何か』」『社会経済史学』第７５巻第１号

（２００９年）

「ヴェーバーの�儒教とピューリタニズム�論文に関する一考察」『商経論叢』第４４巻第３号

（２００９年）

「アングリカン広教主義における科学と社会―ジェイコブ・テーゼをめぐって―」『商経論叢』第

４５巻第４号（２０１０年）

「書評：坂巻清著『イギリス毛織物工業の展開：産業革命への道』」『経営史学』第４６巻第２号

（２０１１年）

「書評：坂本和一著『近代製鉄業の誕生：イギリス産業革命時代の製鉄業―技術・工場・企

業―』」『経営史学』第４６巻第３号（２０１１年）

「産業革命の知的起源：�科学的文化�と�産業的啓蒙主義�」『商経論叢』第４８巻第１号（２０１２年）

「ベンジャミン・フランクリンと産業的啓蒙：幸福のための改善」『商経論叢』第４９巻第２・３合

併号（２０１４年）
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「近世イングランドの宗教と教会」『商経論叢』第４９巻第４号（２０１４年）

「書評：湯沢威『鉄道の誕生―イギリスから世界へ』」『経営史学』第４９巻第３号（２０１４年）

「イングランドの工業化と宗教：再検討」『商経論叢』第５０巻第３・４合併号（２０１５年）

「救済予定説とプロテスタントの職業倫理」『商経論叢』第５１巻第１号（２０１５年）

「新しい�ピューリタン�像について」『経済貿易研究』第４３号（２０１７年）
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